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第 5 章では、 3 章と 4 章で行われた評価手法をもとに、ケーススタディとして千里ニュータウンの北地区を対象に、
2 つの自転車道整備案の実施を仮定し、環境、利便、安全の 3 つの視点から比較評価を行い、また AHP 手法により
推定された各評価視点の重みを考慮した総合的な評価を行っている。その結果、地区交通における自転車道整備は道
路空間再配分による自転車道設置とともに自動車と分離した自転車道ネットワークを構築した方が環境、利便、安全
? ?
の視点から効果的であることを明らかにしている。
第 6 章では、本研究の成果と今後の研究の課題を述べている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、持続可能な社会の形成に向けて、環境面から特に問題になっている交通システムからの二酸化炭素排出
量削減の必要性を問題意識として掲げつつ、交通本来の役割であるモピリティ確保と両立する道を探るため、自転車
交通の新たな役割に着目し、道路整備を中心とした自転車走行環境整備のあり方を探った時宜を得た研究である。
そのとき総合的な評価指標の構築が必要となるが、その統合化指標として欧米を中心とした環境先進国の持続可能
性指標をレビューし、社会的側面からは安全性と利便性、環境的側面からは二酸化炭素を取り上げ、これら 3 指標に
より総合的評価を試みたユニークな研究であるとともに、従来の近隣住区理論に基づく車中心型道路ネットワーク構
成を自転車重視の視点から組み替える方法を示した点においても、先進性が評価できる。また国、自治体をあげて自
転車道整備のあり方を探っている現在において、実用面での今後の発展が期待され、社会的有用性が高い。
以上のように、本論文は、独創性、先進性、応用性において優れた論文と評価でき、よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
